
 
    2018 年度 第 2 回  

経済・経営学会研究会のお知らせ 
 

日時：2 月 21 日（木）14 時-17 時 

場所：１０号館 第二大会議室  
 

 
   14 時－15 時 

技術から視た日本資本主義発達史 
                          

渋井 康弘 氏 （経済学部教授）  

 
    日本資本主義の展開を、技術の導入・消化・改良の連続という観点からとらえ直します。  

また日本の諸産業が、今日に至るまで、軍事技術の極めて大きな影響下にあったことを 

検証します。多くの方から批判、異論、反論を頂きたいと思います。 

 
     15 時－15 時 30 分   質疑応答・コーヒーブレイク      
 

    15 時 30 分－16 時 30 分 
 

異言語・異文化間コミュニケーションを乗り越える言語教育論 

―言語・教育・社会の視点から― 
 

萩原 幸司 氏 （経営学部特任講師） 

 
   異言語・異文化間に於けるコミュニケーションの齟齬はどうして生じるのか。そして、それは 

どうすれば乗り越えることができるのか。また、そのために我我はどのように異言語・異文化 

を備えた他者と向き合うべきか。言語・教育・社会の 3 つの視点から考察を積み上げること 

で問の核心に迫る。 

 
16 時 30 分－17 時   質疑応答 

 

                                              ※参加自由・事前申し込み不要  

連絡先：経済・経営学部資料室（内線 3427）友田 
 


